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　It is important to learn regional characteristics of the living place for maintaining our living environment 
properly.　There are several educational tools to understand regional characteristics.　Making indigenous 
playing card is one of the good methods for learning regional characteristics.
　The purpose of this paper is to show the process to create indigenous playing card based on year-round 
event including awareness of natural disaster.　It is a collaborative integrated study with school children 
and university students.
　We organized workshop in Nanmoku village, Gunma prefecture.　The village is located with the 
border of the prefecture and surrounded by mountains.　They live close to the nature, sometimes, they 
faced natural disaster such as heavy snow and landslide caused by the typhoon.　We made the creative 
Nanmoku village playing card representation of the highly unique aspect of Nanmoku village having a 
perspective of disaster education.　Then we show effectiveness of living environment education by using 
indigenous playing card.
　Educational technique making indigenous playing card brings a lot of incentive, recognition and 
attachment to their living environment through various communications.　It has exciting prospect of active 
learning for living environment and integrated study.
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１．はじめに
　子どもたちが住んでいる地域について学び、再認識
すること、そして地域にみられる知恵や工夫に共感
し、継承する、あるいは継承することの大切さに気づ
く地域学習は、住環境を維持していく上で非常に重要
である。
　自然環境の豊かな山に囲まれた地域では、新鮮な空
気や水の恩恵を受けて、豊かな農産物や景観に恵まれ
ているかもしれない。しかし、同時に、土砂災害など
の危険も孕んでいる可能性がある。自然災害が起こっ
たときにはそれをやり過ごす姿勢を育むことが防災教
育では重要とされるⅰ。
　群馬県での大規模な自然災害は、1783年の浅間山の
噴火、1910年の洪水、1947年のカスリーン台風による
土砂災害や洪水がある。その後も2007年に台風によっ
て上野村、神流町、下仁田町、南牧村が局地激甚災害
の指定を受けた。なかでも南牧村では土砂災害が発生
し複数の集落が一時孤立したが、住民同士の避難誘導
や情報共有などが行われ、犠牲者はいなかった。
　南牧村は、群馬県の西南に位置し、下仁田町、上野
村、長野県と隣接した山村（人口1,929人、高齢化率
61.6％）ⅱで、「高齢化率日本一の自治体」として注目
されている。また、地域の伝統行事は四季を通じて行
われており、なかでも８月の「火とぼし」は、群馬県
に残る最大級の火祭りで、国の無形民俗文化財に指定
されている。山に囲まれ土砂災害の危険区域も多く、
こうした災害の危険があることを認識すること、また
災害経験を次世代へ伝承することも重要である。田中
研究室では、これまで地域の良さを再認識する郷土ト
ランプの制作、また制作を取り入れた住教育実践を
行ってきたⅲ。防災教育の視点からは、地域における
自然災害の危険性も認識できることが重要との考えに
至った。そこで、南牧村を対象として、防災の視点を
取り入れた郷土トランプを制作することを計画した。
１年の暮らしを題材として、楽しみな行事や自然災害
の危険などを盛り込み、トランプカードの１～12を月
に見立てた歳時記型トランプを考案した。
　本研究では、子どもと大学生が協働して、歳時記型
郷土トランプの制作を行う方法を提示することを目的
とする。また、制作過程における学びの姿を報告す
る。そして、完成した歳時記型郷土トランプを使って
防災の学習につなげる住教育の実践について報告する。
２．歳時記型郷土トランプの制作過程
　郷土トランプを制作するにあたって、南牧小学校の
全校児童24人と南牧中学校の全校生徒17人（2017年６
月14日配布）の計41人にアンケート用紙を配布し回答
を得た。アンケートは、南牧村で紹介したい行事・祭
り、食べ物、自然、人物・建物と、１～12月で楽しみ
にしていることを項目ごとに自由記述とした。
　つぎに、2017年７月29日に南牧村の慈眼寺でトラン
プ制作のワークショップを行った。参加者は、子ども
16人（幼児１人、小学生14人、中学生１人）、大学生
18人、大人５人であった。
　ワークショップでは、会場となった慈眼寺本堂で、
最初に住職と一緒にお経を唱える体験をした。それか
らアイスブレイクとしてゲームを行い、その後、アン
ケートの結果発表をランキング形式で紹介した。
　そのあと４班に別れて、南牧村の各テーマについて
紹介したいものの絵柄を描いた。そして１～12まで並
べると各月に関連する行事、食べ物、自然、人物や建
物が並ぶようにした。
　スペード班：行事や祭り
　ハート班：食べ物や特産物
　ダイヤモンド班：自然
　スペード班：人物や建物
　ワークショップのあとには、参加者に振り返りシー
トを記入してもらった。
図１　南牧村の位置
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３．「NANMOKUトランプをつくろう！」ワーク
　　ショップ
３．１　南牧村に関するアンケートの結果
　小・中学生の全体集計を行ったところ、紹介したい
行事・祭りでは、南牧村の夏祭りである「ふるさと祭
り」（30人）が最も多く、二番目に南牧村の磐戸地区
で行われる「磐戸祭り」（22人）が多かった（表１）。
「ふるさと祭り」では、保育園児や小学生による出し
物、「磐戸祭り」では、保育園児の子ども神輿や小中
学生によるお囃子がある。出演して参加することで、
祭りをより身近に感じており、紹介したい、知っても
らいたいことにつながっていると考えられる。
　食べ物では、特産物である炭を麺に練り込んである
「炭ラーメン」（21人）が最も多かった。次に多かった
のは、炭焼きで焼かれるとらおのパン（12人）であっ
た。その他にも炭を使った食べ物の回答がみられるこ
とから、炭を村の特産物として紹介したい想いが伝
わってくる。
　自然では、「川」や「花」、「滝」など、回答が多岐
にわたり、南牧村の自然の豊かさがうかがえる。回
答の多い「ひとつばな」（10人）は村の花とされてお
り、子どもたちにとっても身近な植物であることがわ
かる。
　人物・建物では、食べ物・特産物でも回答の多かっ
た「とらおのパン」をつくっている「とらおさん」
（10人）が多かった。小学校の野球チーム「南牧ラッ
キーズ」やケーブルテレビ局など地元の子どもならでは
の視点で、人物や建物について様々な回答がみられた。
　１～12月で楽しみにしていることでは、行事・祭りが多
 ※網掛けはトランプの絵柄に選ばれたもの
表１　小中学生が南牧村で紹介したいもの（数字は回答人数）
表２　１～12月で楽しみにしていること
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くあがった。紹介したい行事・祭りで出てこなかった回答
も見られたことから、月ごとに考えると、より深く思い
を巡らせながら考えることができると言える（表２）。
　学年別に紹介したいものをみたものが図２～５であ
る。
３．２　制作活動の様子
　アンケートの結果発表をランキング形式で行い、絵
柄描きを行った（図６）。トランプの４つのマークご
とにテーマを決めて、４つのテーブルを用意した（図
７）。絵柄を考えるときに、村について良く知らない
大学生に、子どもが村のことを楽しそうに話す姿が多
く見られた。また、「ふるさと祭りは（ランキングで）
一位だからＫのカードにしたらいいんじゃない」、「夏
に食べたいものってなんだろう」というように子ども
同士や子どもと大学生間で話し合いがみられた。
　防災の視点からは、２月の大雪、９月の大雨の絵を
入れることになった。大学生はあらかじめ、2007年の
台風について調べた上で、当時区長をされていた住民
の方にヒアリングを行って詳しく学んでいた。ワーク
ショップでは、自然の絵札を描くテーブルで、過去に
台風で土砂災害が発生し集落が孤立したことがあった
こと、大雪で道路が使えなくなったことなどを話し
た。他の班の子どもたちにもそういうことを知っても
らおうということで、子どもたちが絵を描いた。
　実際に行ってみると、歳時記になるように絵柄を考
えることは、子どもだけでは難しかった。絵柄を描い
た後に考える班や、全ての絵柄を描き終えてから並べ
替える班など、班ごとに大学生や大人がサポートする
など工夫を行った。
　とくに地元の参加者である南牧小学校の校長先生や
学校ボランティアの方は南牧村について詳しく、子ど
もたちのこともよく理解されており、適切なアドバイ
スを頂いた。地元の方と話をするなかで、大学生も一
層、地域への理解が深まった。
　最後に班ごとに描き終わった絵柄をＡ～Ｋまで並べ
た。そして、４つのグループごとに前に出て、一人ず
つ何について描いたかなどを発表して全員で共有した
（図８）。その後振り返りシートを記入してもらった。
図２　小中学生が南牧村で紹介したい行事や祭り（数字は回答人数）
図３　小中学生が南牧村で紹介したい食べ物や特産物（数字は回答人数）
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３．３　参加者の振り返りシートの考察
　振り返りシートには４項目について記載してもらっ
た。
１．自分の伝えたい南牧村の良さをトランプにできた
か
２．友達と一緒に考えながらトランプをつくることが
できたか
３．発表を聞いていいなと思ったカードとその理由
４．感想
図８　描いた絵柄について発表する
図７　制作の様子
図６　ランキング発表
図５　小中学生が南牧村で紹介したい人物や建物（数字は回答人数）
図４　小中学生が南牧村で紹介したい自然（数字は回答人数）
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　まず、最初に「自分の伝えたい南牧村の良さを伝え
ることができたか」との問いに、できたと回答したの
は97％で、まあまあできたと合わせると全員ができた
と評価していた。
　「友達と一緒に考えながらトランプをつくることが
できたか」との問いには、14／16人（88％）ができた
と回答していた。参加者全員が、伝えたい南牧村のよ
さについて表現し、友達と一緒に考えながら制作して
いたことがわかる（表３）。
　発表を聞いていいなと思ったカードは、子ども16人
中12人に記述が見られた。自分の班が描いたカード
（５人）だけでなく、他の班のカード（７人）も選ば
れており、発表を聞くことで、他の班の絵柄の良さを
理解していることがわかる（図９）。また、カードを
選んだ理由を記述した子ども11人中８人は、「じょう
ずにできたから」、「絵がかわいかったから」など、絵
柄の出来栄えに注目していた。大学生は、子どもの回
答には見られなかった花火（５人）が多かった。理由
としては、「色や描き方に工夫を感じたから」、「花火
のきれいさがとても良く表せていたから」などがあっ
た。子どもが描いているときにも、描き方のユニーク
さに驚いている様子が見られた。
　子どもの感想には、楽しかったという意見が多くみ
られた。その他には、「またカードを作りたい」（２
人）、「完成が楽しみ」（２人）、「南牧の偉人が知れて
よかった」（１人）などの意見も見られた。
　大学生の感想には、「一緒に考えることができた」
（13人）、「子どもたちから学んだ」（５人）という意見
があり、地元の子どもたちとの交流を通して南牧村に
ついて理解する機会になった。
４．歳時記型郷土トランプを使った防災ワーク
　　ショップ
４．１　防災ワークショップの概要
　子どもたちがトランプ交流を通して、地域の良さを
再認識すると同時に、自然災害の危険性があること
について理解を深めることを目的とした防災ワーク
ショップを行った。2017年12月19日南牧小学校で開催
し、小学生24名、地域住民10名、大学生と教員15名が
参加した。
　完成した防災の視点を入れた歳時記型の郷土トラン
プを使って遊び、グループごとにトランプの絵札をも
とに、村の特徴などを話し合った（図10）。次にトラ
ンプの絵札にある「ダイヤモンド９の大雨」につい
て、平成19年の台風によって南牧村にどんな災害が起
こったのか、その当時の様子について防災専門家に話
を聞いた。それらを踏まえ、南牧村の良さや災害時に
とるべき行動を伝える替え歌づくりを行い、最後はみ
んなで歌った。
４．２　活動の様子
　トランプ交流では、子ども、大学生、地域の方で構
成されるよう６班に分かれてババ抜き、七並べを行っ
た。七並べでは、出されたカードをみながら、南牧に
ついて教え合う姿がみられた（図11）。
　過去の土砂災害の話では、参加者全員が提示された
平成19年台風第９号の南牧の写真と話を真剣な表情で
表３　自己評価
図10　歳時記型郷土トランプ「NANMOKUトランプ」
図９　発表を聞いていいなと思ったカード（子ども）
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見て聞いていた（図12）。
　替え歌の活動では、事前に用意した南牧村の良さや
災害時にとるべき行動を伝える替え歌を歌ったあと、
用意した14個のキーワードを使い、南牧の良さを伝え
る歌詞を２グループに分かれて考えた（図13）。
４．３　子どもの感想
　トランプ遊びや替え歌づくりの感想、トランプ遊び
の時に自分が紹介したお気に入りのカード、南牧村に
ついて分かったことなどを書いてもらい、小学生24人
全員から回答が得られた。
　トランプ遊びは24人中23人が「楽しかった」と答え
た（図14）。「南牧の良い所がいっぱい描いてあって良
かった」（小４）というトランプの内容に関する感想
や、「いろいろなババがあって面白い」（小３）という
トランプの見た目に関する感想から、トランプで遊び
ながら絵にも注目できていたといえる。グループ活動
の時に紹介したカードでは、トランプ制作に参加した
14人中９人が自分の描いたカードを紹介していた。
「友達と工夫して作ったから」（小３）など描くときに
工夫したことを紹介していた人は９人中４人いたこと
から、トランプ制作時に自分で絵柄を描いたことを通
して、カードが子ども自身にとって思い入れのある特
別な一枚になったと考える。
　他の人の話を聞いて南牧村について分かったことで
は、24人中12人が災害の話、10人がトランプに関する
感想を挙げた。災害の話に関する感想では、「（土砂災
害警戒区域図では）学校のある場所が黄色になってい
ること」（小１）、「南牧村は災害が起こりやすいこと」
（小３）などの意見から、南牧の台風第９号時の写真
や土砂災害警戒区域図を見て、身近に土砂災害の危険
性を感じることができたと考える。また、専門家から
土砂災害の種類や原因などを聞いたことで、自然災害
についてより理解することができたと考える。
　替え歌の活動は24人中20人が「楽しかった」と答え
た。「楽しくみんなで考えられた」（小３）、「南牧のい
いところがたくさん入れられて、楽しかった」（小４）
という意見から、楽しみながら歌詞を考えることがで
きたといえる。
４．４　地域住民・保護者の感想
　ワークショップに参加してもらった地域住民の方に
は、ワークショップ終了後に感想を記入してもらい、
トランプを持ち帰った児童の保護者にも感想用紙の記
入を依頼した。トランプの感想、子どもに南牧の自然
災害について話をしたことがあるか、親や祖父母から
南牧の自然災害の話を聞いたことがあるか、などを書
いてもらい、地域住民と保護者32人（30歳代～70歳
代）から回答が得られた。
　南牧の自然災害について子どもに話をしたことがあ
図14　子どもの感想
図13　防災替え歌づくり
図12　防災のお話
図11　トランプ遊び
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ると回答したのは23／32人（72％）で、30歳～70歳代
までどの世代も話をしたことがある人が多くみられた
（図15）。平成19年台風第９号や平成26年豪雪など、自
分自身の被災経験を伝えていた人が多かった。「台風
の災害の時は、川の水がすごく増えたり、強い風で
木が倒れたりして大変だった事など話しました」（50
代）。「10年前の台風の災害で川なのか道なのかわから
なかった事など」（30代）。「台風で甚大な被害があっ
たが、人命被害はなかった。大雪でも食料不足はな
かった。大雪で電気がとまり困ったが、家は炭を活用
し暖もとれた」（40代）。
　親や祖父母から南牧村での自然災害の話を聞いたこ
とがあると回答したのは15／32人（47％）、聞いたこ
とがないのは17／32人（53％）と、ほぼ同数であっ
た。聞いたことがある内容としては台風や台風による
土石流、水害などが10人と最も多かった。なかには、
江戸時代の磐戸地区の火災について２人、関東大震
災について１人など過去の災害についても話されてい
る。
　トランプでは、「良かった」という感想が25／32人
（78％）にみられた。「南牧のことが良くわかるトラン
プで良い」（９人）という内容に関する感想や、「手
作りの絵が良い」（９人）という出来栄えに関する感
想が多く挙がった。「子どもたちの書いた絵を見なが
ら南牧村の自然や暮らしがわかるので良いと思いまし
た」（50代）や「子ども達が南牧村の事を良く学ぶ機
会であったと思いました。春夏秋冬でどの様な行事が
あるのかがわかって、興味を持ったものもたくさんあ
りました」（30代）など、１年の暮らしを表現した歳
時記型の郷土トランプの良さについての意見もみられ
た。
　「子どもたちが、自分たちの住む地域についてよく
知る、いい機会だと思いました」（30代）、「絵がとて
も良く書けていた。一年間の流れがわかりよかった
です。このようなトランプを孫と、いっしょにしたい
と思った。村外にいるので話をきかせたい」（60代）、
「親子でNANMOKUトランプで遊びました。自分たち
が住んでいる地域の絵が上手に書けていて、いつも以
上に楽しく遊べました。子供もお気に入りの絵のカー
ドを見つけたり、村の話をしながらできました」（40
代）という感想もみられ、村のことを話題にするコ
ミュニケーションツールとしても評価されている。
　トランプで遊ぶことは、大人も子どもも自分たちの
住む南牧村について再認識する機会になったといえ
る。また、郷土トランプには大雪や大雨なども入って
いるので、遊びの中でも自然災害について話題としや
すい。
５．まとめ
　2020年から実施される小学校社会科学習指導要領で
は、自然災害について「地震災害、津波災害、風水
害、火山災害、雪害などの中から、過去に県内で発生
したものを選択して取り上げること」という下線部分
が追記された。2021年から実施される中学校家庭科学
習指導要領解説でも住生活の中で、「自然災害につい
ては、地域の実態に応じて過去の災害の例を取り上げ
ることなどが考えられる。」と下線部分の表記が追加
された。このように過去の災害について学ぶことが期
待されているが、地域の実情にあった教材は不足して
いる。
　本稿では、防災の視点を取り入れた歳時記型の郷土
トランプの制作方法について明らかにし、それを用い
た防災教育の実践について報告した。
　住んでいる地域固有の郷土トランプづくりは、絵柄
になりそうなものについて思い巡らす機会を持つこと
で、地域について再認識することに結びつく。また、
何を絵柄とするかの話し合いが必要となり、さまざま
な人たちとコミュニケーションをとることで、その力
を高めることにつながる。
　地元の子どもたちが、村外に住む大学生と一緒に活
動を行ったことで、子どもたちが村について教え、大
学生がサポートするなど、子どもたちと大学生が互
図15　子どもに自然災害の話をしたことがあるか
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いに良い影響を与え合い、南牧村についての理解が深
まった。しかし、紹介したいものを暦の月と結びつけ
ることは、子どもだけでは、やや難易度が高かった。
大学生や大人のサポートを充実させること、暦の月と
結びつけやすい資料を用意しておくことなど、制作時
のさらなる工夫が必要である。
　歳時記型の郷土トランプを制作したこと、またこれ
を使うことで、南牧村の一年間の特徴を、遊びながら
学ぶことができる。学校では、地域学習の際のアイス
ブレイクや導入としての活用、絵柄の説明文を考える
活動など、様々な場面で取り入れることができる。ト
ランプに入っている解説文のカードをよみ札として絵
をかるたのようにとることもできる。また、地域のよ
さと合わせて自然災害についても学べることから、防
災教育での活用にも適している。
　今回の防災ワークショップでは、郷土トランプを使
うことによって、子どもたちは地域住民や大学生と交
流し、家庭で地域について話すことができ、郷土への
理解を深めることができた。また、地域で過去にあっ
た自然災害について身近な出来事として捉えることが
でき、自然災害についての理解を深めることができ
た。
　歳時記を取り入れた郷土トランプの制作や活用は、
地域の特徴を理解する教材としての可能性を持つ。ま
た、どのような地域でも実践可能である。自然災害の
危険性を含めて身近な住環境について理解を深める住
教育の手法として、郷土トランプおよびその制作は大
きな発展性や創造性を持つ。
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註
ⅰ　片田敏孝、金井昌信による釜石をはじめとする防災教育の
実践の中で指摘されている。参考文献１、２参照。
ⅱ　2018年１月現在（南牧村役場より）
ⅲ　例えば郷土トランプ「GUNMAトランプ」は、大学生が地
域について理解し、群馬の特徴について子どもたちに分か
りやすく伝えることをねらいとしている。テーマには、
群馬の山、人物、古墳、温泉、音楽家、利根川にかかる
橋、東照宮、尾瀬でみられる草花などがある。「Azuma・
Tomihiroトランプ」は星野富弘さんの詩画の原風景である
旧東村を紹介するものである。制作過程や内容については
参考文献３、５、６を参照。
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